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自刊

豊橋市普門寺で採集された甲虫類

豊橋市普門寺の社叢林はシイ， 力、ンなど暖帯林

がよく残されており多くの甲 虫類が記録されてい

る。筆者は1991年 9 月に採集調査を行ったが， 甲

虫の発生ビ ー クを過ぎた秋期の調査にもかかわら

ず， 県下では記録の少ない種を含めいくらかの興

味深い成果を得ることができたので報告する。

なお調査日はすべて1991年 9 月27日である。

目録

1. ハ ギキノコゴミムシ

Coptodera subapkal応Putzeys

1 ex 、ンイの俄木下面より得た。

2. コョッポ ヽンアトキリゴミム ・ン

Dolichoct13 strぽtus Schmidt-G-obel

6ex 前種とともにみられ個体数は多い。

3. フタホ 、ンアトキリゴミム 、ン

Leb1a b1冷nestrata Morawitz

1 ex。

4 .  アミモソヒラタケ ンヽキ ス イ

Physoronia hガ'Jen'(Reitter)

2ex オシロイタケより得た。

5. カタモ ‘ノオオキノコ

Aulacoch沿s japonicus Crotch 

1 ex カワラタケ類より得た。

6 . カタモ｀ノチピオオキノコ

Spondotnplax Jiorioi Nakane et Nobuchi 

lOex 県下では瀬戸市海上町に次ぐ 2 例目の

記録である。 オ ・ンロイクケより得た。

7. ヒメオピオオキノコ

蟹 江 昇

Ep1scap/Ja fortunei Crotch 

3ex 枯れ木樹皮より得た。

8 . カタペニケプカテ ‘ノトウダマシ

Ectomyc/Jus basa/1:S Gorham 

4 ex 古いそだにみられ， 多い。

9 . キイロテ ‘ノトウダマシ

Sau/a Japomca Gorham 

4 ex シイの古い枯れ枝に集まる。

10. ル リテ ‘ノトウダマシ

Endomyc/Jus gor/Jami (Lewis) 

2ex 広葉樹枯れ枝に普通に見られる。

11. ツヤケシヒメホソカタム ヽン

Mlcroprius opacus (Sharp)

1 ex 低地の雑木林 に見られるが県下ではあ

まり記録が見当たらない。

12. フトナガニジゴミム 、ンダマシ

Ceropna latkol/Js Fairmaire

1 ex 県下では同市石巻山についで 2 例目の

記録となる。

13. ミツノゴミム 、ンダマシ

Toxkum trkornutum Waterhouse

1 ex 前種とともにキノコの生じた枯れ木か

ら採集した。

14. キマダラヒゲナガゾウムシ

Trop1deres navulus Faust

2 ex。

15. ス ネアカヒゲナガゾウムシ

Autotrop1s d1sh滋『uendus (Sharp)

4 ex 枯れ枝などに普通に見られる。
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16. コモソヒメヒゲナガゾウムシ

尺haplzjtropjs gutt.痴r (Sh arp)

2ex 古めの枯れ枝より採集した。

幡豆町のカミキリムシ (II) 

筆者は先に本誌 (42) に， 愛知県幡豆郡幡豆町

のカミキリム ヽンについて報告したが， 1994年から

1995年にかけても採集を行い若干の追加種を記録

することができたので報告する。

目録の種の配列， 和名及び学名は原則として日

本鞘翅学会編 (1984) 「日本産カミキリ大図鑑」

によった。

目 録

1. キマダラカミキリ

Aeolesthes c加sot加な（Bates)

烏 羽 4 exs.,25-V-1994; 1 ex,, 

30-V-1994.

（夜間シイの生木上）

2. コジマヒゲナガコバネカミキリ

Molorchus kojjm忍 (Matsush ita)

西幡豆 1 ex.,17-N-1994; 12exs., 

29-N-1995.

（カエデの花上）

3 . クスペニカミキリ

Pyrestes haematk:us Pascoe 

三ケ根山 1 ex.,12-VI-1994. 

（クリの花上）

4 .  ミドリカミキリ

Chlor#olum v1n'de (Th omson) 

三ケ根山 l ex., 5 -VI-1994; 2exs., 

28-V-1995; 1 ex. ,11-VI

-1995.

（広葉樹の伐採木上）

5 .  ヒメスギカミキリ

Cal/J'c/jeflum ru.ipenne (Mo t schul sky) 

西幡豆 2 exs.,29-N-1995; 4 exs., 

7 -V-1995. 

早 河 忍

（スギ伐採枝の叩網）

6 . キスジトラカミキリ

Cyrtoclytus capr01des (Bates) 

三ケ根山 1 ex., 5 -Vl-1994; 1 ex.,26 

Vl-1994. 

（伐採枝上）

7 . ホクルカミキリ

.Dore thoracica White 

三ケ根山 llexs.,22-V-1994. 

（広葉樹の伐採木上）

8 . ハイイロヤ ハ ズカミキリ

NJphona furcata (Bates) 

西幡豆 2exs.,10-N-1994; lOexs., 

23-N-1994.

（タケの枯枝中より割り出す）

9 . 、ンロスジカミキリ

Batocera JJneolata Chevrolat 

三ケ根山 1 ex., 3 -V -1994. 

（カシ類の倒木中より割り出す）

10. ヒトオピアラゲカミキリ

Rhopaloscelおunifasciatus Blessig

三ケ根山 8 exs., 22-V -1994 ; 6 exs.,

5 -Vl-1994. 

（広葉樹の伐採枝上）

11. イボタサピカミキリ

Sophronica obn"01des (Bates)

三ケ根山 1 ex.,23-Vl-1995.

（燈火採集）

12. ョッキポヽンカミキリ

Ep1glenea comes Bates

三ケ根山 1 ex.,26-VI -1994.

（飛翔中）

13. リソゴカミキリ
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Oberea Japonka (Thunberg) 参考文献

三ケ根山 lex.,11-VI-1995 ． 穂積俊文 (1993) 「愛知県の昆虫・甲虫目」の追

（サクラの葉裏） 加記録（3 ) -1992年度のまとめ 一．佳香蝶． 45

(175) : 43-47。

本報ではカミキリムシ科13種を記録した。これ 湯沢宜久・蟹江 昇•河路掛吾•竹内克豊（1990)愛

で前報とあわせて53種となった。この他にも分布 知県のカミキリムシ科．愛知県の昆虫U:):389-433.

の予想される種が数多くあると思われるので，今

後も採集を継続したい。

新城市の半翅類

新城市は，東三河の平野部と山間部との中間に

位置し，年平均気温約15度 C, 年間降水量約2,00

0mmであり，市の中央には豊川（寒狭川）が流

れている。北側には標高620mの雁峰山などの山々 ，

南側には標高400m前後の弓張山脈の山々に囲ま

れている。降水呈は豊川の奥に行くに従って多く

なるようである。

新城市の半翅類（カメム 、ン類）については，こ ・

れまで浅岡(1986) 船着山の半翅類で31科72種が

報告されている。その他にはまとめられたことが

なかった。筆者は1992年～1993年にかけて新城市

の南部山間部の2地点で調査する機会を得たので，

過去の記録と併せてまとめることにする。

調査地域は下記の通りであり， 目録の配列・学

名等は日本産昆虫総目録（1989) に従っている。

浅 岡 孝 知

目 録

ヒシウンカ科 Cixiidae

1.ヤナギカワウ ‘ノカ

Andes mannoratus (Uhler, 1986)

1 -vm -1993, 5 exs. 吉川．

2. ハスオピヒシウ ｀ノカ

.Betac1xius obガ'quns Matsumura, 1914

船着山(1986)で記録がある。

3. キガ 、ンラヒ ヽンウ ‘ノカ

Kuvera ガ'avk:eps (Matsumura, 1900)

7 -VI -1993, 1 ex. 吉川．

4. ヨスジヒ ヽンウ ‘ノカ

Reptalus quadrk.幻ctus Matsumura, 1914

18-VIll-1993, 1 ex ．黒田．

ウンカ科 Delphacidae 

1. エ ゾナガウ ‘ノカ

Stenocranus matsumurai Metcalf, 1943

18-VIll-1993, 1 ex ． 黒田．
鳳来町 2. ヒメトピウソカ

豊橋市

Laodelp.hax stratella (Fallen, 1826)

船行山 し 18-VIll-1993, 2 exs. 黒田．

▲ 
黙田 古川 3. セジロウソカ

Sogatella furcffera (Horvath, 1899)

1 -vm — 1993, 1 ex. 吉川．船着山(1986)

で記録がある。

ハネナガウンカ科 Derbridae
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No.33 ; 210-213. 

新城市誌編集委員会 (19frl)新城市誌 708-753. 

三河地方のコメッキムシ雑記(6)
1)

三河地方に分布するキマダラ

コメッキ類について

日本にキマダラコメッキ届 (Camepenthes 展）

の種は 5 種知られているが ，そのうちの 4 種が三

河地方から記録されている。いずれも本州，四国，

九州に広く分布している種であるが ，三河地方の

ような深い山岳地帯を有さない地域で，届内のほ

ぼすべての種が見出されることは大変幸運なこと

である。

成虫は山林に咲くノリウツギの花などで得られ

ることが多いが， まれに燈火にも飛来することが

ある。幼虫は円筒状をした針金虫型で， 朽木中に

生息するものと思われるが， まだ実態はよく判明

していない。

1) Gamepenthes vers屁／is(Lewis, 1894)

メスアカキマダラコメッキ（第 1 図）

日本に分布するこの届の種のうちでは最も個体

数が多く， 雌は前胸背板が赤褐色をしている美麗

種であるし， 今までに多くの図説があるので， 一

般にも比較的よく知られている。分布は広く， 北

海道から九州の各地に産することが判明している。

しかし， 周辺の島的（佐渡島や伊豆諸島など）か

らの記録はなく， 屋久島からも知られていない。

三河地方では主として北設楽山岳地帯に分布し

ており， 段戸裏谷や茶臼山などが主な産地である。

しかし， 1例だけであるが大平 (1984) は松野更

ー氏が豊橋市嵩山町で採集 (29- N, 1978) され

た 1 雌個体を記録している。これはその奥にある

本宮山， 南設楽地方からの記録が全くないので，

嵩山町での記録は今後の詳しい調査が必要と思わ

れる。

三河地方から本種を最初に記録したのは穂積

1) (5) ．三河の昆虫 (41) : 380~382, 1994.

大 平 仁 夫

(1 968) で， Melanoxanthus届の種として段戸

裏谷から記録「山地性であって 7 • 8 月にノリウ

ツギ花上に多いが雄は少ない」とされている。 花

上で見出される個体に雄が少ないのは， 雌雄で生

態が異なるためではないかと思われるが， まだよ

くわかっていない。

体長 8mm 内外， 体は黒色で雌の前胸背板と前

胸腹側板は赤褐色， 上翅の斑紋は黄色， 触角は黒

色で肢は黄褐色である。 雌雄の識別は前胸背板の

色ですぐわかるが， 雄の触角は長く， 第2 節と第

3 節は短小で第4 節から鋭く鋸歯状（第1 図， D)

をしているのに比して， 雌では鋸歯状が弱い（第

1図， E) 。前胸腹板突起は後方へ員直ぐに伸長
サ,,ヽダ

する（第1図， F) 。 上翅の間室部は鮫肌状をし

ていて， 毛の生じている基部を拡大すると図示

（第1 図， G) のようになる。 また， 翅端部は弱

い切断状で， 末端は多少とも鋸歯状をしている

（第1図， H)。雄交尾器の側突起の末端部の形

は図示（第1 図， C ）したようである。

本種の雌雄の識別は前胸背板の色彩で容易にで

きるし， 雄では上翅の黄斑は著しく小形になり，

ときに殆んど消失することがある。幼虫や詳しい

生態などは今後の調査が必要である。三河地方で

今までに知られている主な産地は， 茶臼山， 豊根

村三沢， 稲武町面ノ木峠， 段戸裏谷， 豊橋市嵩山

町などである。

2) Gamepenthes oI71atus (Lewis, 1894)

コキマダラコメッキ（第2図：C, D)

本種は古くは前種（メスアカキマダラコメッキ）

の変種とされたり， 前種の雄個体と混同されたり

していたが， 今では独立種として扱われている。

外見上で前種と異なるのはやや小形であるのと，

雌雄とも前胸背板が黒色を星することである。 本
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る。 一度採集したら忘れられない印象に残る種で 体である。 他に採集されている方がおられるかも

ある。 わからないが， 筆者が知る範囲では今までに得ら

第2図
A, キマダラコメッキの雄；B, 同上， 翅端部；
C, コキマダラコメッキの雌；D, 同上 ， 翅端部；
E, ヒメキマダラコメッキの雌；F, 同上 ， 翅端部。

4 )  Gamepenthes s1加泌（Lewis, 1894) 

ヒメキマダラコメッキ（第2図：E, F)

本種も本州， 四国， 九州の各地に広く分布が知

られているが， 個体数は前記の 3 種に比して最も

少ないように思われる。 また， 周辺の島峙から記

録が少ないのは前種と同じである。 成虫はノリウ

ツギの花などに飛来す るようであるが， 大 塚

(1981) は熊本県で灯火に飛来したのを記録され

ている。

三河地方では段戸裏谷が唯一の産地で， 最初に

神谷(195 5 ) は段戸裏谷からから記録している。 こ

の個体はのち大平(1973) によって195 2年 6 月 19 日

に採集された雌個体であることが確められている。

ここに図示（第 2 図， E) したのは， 筆者が

1970年 8 月 3 日にやはり段戸裏谷で採集した雌個

れている個体は 2~ 3 頭くらいで， それもすべて

雌個体と思われる。

体長は3.5~ 4mm 内外で黒色， 触角は黒褐色

で基部 3 節はやや黄褐色， 肢は黄色， 上翅の斑紋

は黄色である。雄はやや小形で， 触角はより細長

い他， 上翅の斑紋による変異は一般に殆どみられ

ない。

今後， 奥三河山岳地帯での本種の分布について，

さらに詳しく調査したいと思っている。 本種を所

持されている方は， 分布地を記録に残して下さる

ようお願いしたい。

引用文献

穂積俊文 (1968) 東海甲虫誌（第15 報）． 佳香蝶，

20 (74) : 35~47. 

(1977) 東海甲虫誌（第21報）． 佳香蝶，

29 (112) : 45~5 9. 

神谷一男 (195 5 ) 奥三河の昆虫相． 北設山岳及鳳

来寺山県立公園一帯の自然科学（調査報告書）

33~70. 

大平仁夫 (1973) 195 0年頃の段戸山のコメッキム

シ． 佳香蝶， 25 (97) : 99~101 .

(1976) 愛知県のコメッキム 、ン（北設山

岳地帯を中心にして）． 茶臼山高原道路建予定地

域の自然環境調査報告書： 141~15 3. （浅岡孝知

共著）

(1984) 松野更ー氏が採集した三河地方

のコメッキム 、ンについて． 鳳来寺山自然科学博物

館館報， （14) : 1~12. 

大塚 勲（1981) 熊本県のコメッキム 、ンに関する

資料（3 ) ．熊本昆虫同好会報， 26( 2 ) : 1~13. 

ゲンゴロウとクロゲンゴロウ豊田市に分布

大平仁夫 ・ 永井 貞

水生昆虫のうち ， タガメは豊川水系などで毎年 若干個体が見出されており， 豊川市から新城市に
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かけては生息が確認されている。 しかし， ゲ ‘ノゴ

ロウはこの地方の記録から姿を消しており， 今で

は絶滅したのではないかと思われている。 筆者ら

は機会のある毎に各地の池や河川を注意して観察

を続けてきたが， 今度豊田市の一 部の地域に分布

することが確認できたので報告する。

図 1. A, ゲ ‘ノゴロウの雄（体長34mm) ; 

B, 同上雌（体長37mm) ; C, ネット
に入ったゲソゴロウの雄 （豊田市産）

三河地方でのゲ ｀ノゴロウの採集記録は， 佐藤

(1990)によれば， 松野（1979)に豊根村三沢の

大幹線林道での燈火採集に飛来(21-VII-1979) 

した 1雄個体の記録があるのみで， その後今日ま

で約20年間も記録されていない。 筆者らは豊田市

東部の山林の池で， 1995年11月11日に雌雄個体

（図参照）を得ることができた。

クロゲ ‘ノゴロウは穂積•佐藤（1957)では「各

地の水田で時々みられる」とされているが， 佐藤

(1990)では「戦前は各地に見られたが現在はほ

とんど発見されず」と記されている。 本種の生息

環境はゲ ‘ノゴロウとよく似ており， ここでは混生

図 2. クロゲソゴロウ（体長20mm).

していた。 し

かし， 本種は

三河山間部の

他の地域でも

得られている

ので， 環境に

対しての適応

性はより広い

と思われる。

本種も豊田市

東部地域で19

95年11月11日

に採集した。

今後はさら

に詳しい調査

をし， 分布の
（豊田市産）

実態について

明らかにしたいと考えている。 乱獲などによる絶

滅を防ぐため， 詳しい地名は省略したのでご了承

お願いしたい。

引用文献

穂積俊文・佐藤正孝(1957)東海甲虫誌( 3 ).

佳香蝶， 9 (31) : 1~10. 

松野更ー (1979)ゲ ‘ノゴロウを豊根村で採集。

三河の昆虫， （24) : 98. 

佐藤正考(1990)愛知県の甲虫類（ 1 ). 愛知県

の昆虫（上） ：204~231（愛知県）．
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宝飯郡一宮町でミドリシジミを採集

宝飯郡一宮町では， 蝶類についてまとまった報

告は少ない。 筆者はミドリ 、ンジミNeozephyrus

J召'f]on1cus Murrayの幼虫を採集して， 飼育を行

い成虫の標本を得ているので分布記録として報告

する。

小 鹿 亨

採集地：宝飯郡一宮町東上球場。

幼虫採集： 29-N-1995。

成虫羽化： 6 月上旬 3 r3'r3' 1 �筆者標本保管。

東上球場の西側のハ ‘ノノキから中令幼虫を採集

して飼育し， 6 月上旬に 3 r3'r3' l� が羽化した。

この9個体は羽化不全だったが， 無紋のいわゆる

O型であった。

以前に東上球場周辺を案内してくれた今泉美香

さんに感謝します。

ウラクロシ ジ ミ を岡崎市で採 集

岡崎市における蝶類の記録は杉坂 (1984) など，

目録としてはかなりまとまったものがあるものの，

ウ ラ クロ 、ンジミ I.ratsume o.rsedice o.rsedice 

(Butler) は， 筆者の知る限り岡崎市内からはこ

れまでに報告されていない。

市内保母町でマ 、ノサクから採集した幼虫を飼育

して， 複数の成虫の標本を得ているのでここに報

告する。

幼虫採集地：岡崎市保母町。

幼虫採集日： 23-N-1995。

成虫羽化： V -1995 2 <3'<3' 2 � �。

若齢幼虫をを採集した楊所は， 有名なギフチョ

ウのポイソトがある保母町の火薬庫の近くである。

4月16日， 雑木林の林縁に枝を伸ばしたマ 、ノサク

の芽から卵殻を発見続いて同じ枝から卵殻の主

小 鹿 予

と思われる 1 令幼虫を見つけた。 付近には他にも

マソサクが少なからず見られたので， 周辺の株の

枝も探してみたが， 越冬卵が見つかったのは2本

だけで， あまり多いものではないように思われた。

当初「ウラクロぐらい」と考え， そのままにし

ていったん引き上げた。電話で金田吉高氏に話し

たら， 「岡崎市では正式記録がない」という金田

氏の助言で， 4 月23日に再び現地を訪れ， 幼虫を

採集してきた。

飼育では， 餌として中令まで現地で採集してき

たマ ‘ノサクの芽生えを冷蔵庫に保管して逐次与え

ていたが， 終令幼虫の頃には当初の餌が尽きたの

で， 庭図などに植栽されているマ ‘ノサクの固芸品

種で代用した。 飼育の結果， 5月の下旬に2 <:! <:! 

2 9 9の成虫が羽化した。



(426)1996年 2月 ー 河 の 昆 虫 (43)

愛知県の昆虫（下） （1991)に見られるウラク

口 ヽンジミの最も南の産地は額田郡額田町井沢で，

筆者の採幼した岡崎氏保母町はこれよりもさらに

南に ある。 もっとも私信によれば， 金田氏はさら

に 南の岡崎氏池金町で本種を得ているとのことで

ある。

終わり本記録の発表を薦めてくださった金田氏

に感謝します。
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分布拡大中の蝶類2種の記録

ツマグロヒ ョウモ ‘ノとクロコノマチョウノ2 種

は， 近年愛知県内で記録が多く出されるようにな

り， 分布拡大が伝えられているチョウ類である。

両種について筆者が1995年に得た記録を報告して

おきたい。 なお2)①以外は筆者採集， 標本は全

て筆者保管。

1 )ツマグロヒ ョウモ ‘ノArgyreus hyperbjus 

①豊川史御油町30-VIll 1 c3'目撃。

②安城市美菌町依佐美住宅3 -X 1 c3'。

③刈谷市板倉町1 3-XI 1 cJ'。

2) クロコノマチョウ Melamfls phed1ma

①渥美郡渥美町

愛知教育大学伊良湖臨海教育実験実習施設

小 鹿 亨

夏型1 9 金森正臣先生採集 14- VII。

②岡崎市蔵次町 秋型1'i' 2-N 越冬個体。

③幡豆郡幡豆町八幡川上流 秋型29 9 3-V。

④安城市緑町二本木小学校 夏型1 O' 21-IX。

⑤岡続市日影町 秋型2 9 9 15-X。

鐸城市里町不乗森神社 秋型1頭目撃 19-XI。

クロコノマチョウについて， 貴重な標本を恵与

された愛知教育大学生物教室教授の 金森正臣先生，

採集に協力していただいた二本木小学校の杉喜久

代先生， 神谷友和先生に感謝します。


